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１．研究の概要 ＜公表します＞ 

研究目的、研究内容、成果や波及効果等、実施した研究の概要について、簡潔に記述してください。 

本研究の目的は、日本の昆布文化と道内生産地の経済社会の相互連関に着目し、一方で北海道産昆

布が生産地の文化および日本の伝統文化を支え、他方でその事実に対する評価および自負が生産地の

経済社会の精神的支柱となる、という相互連関の存在を明らかにすることである。また、研究成果と

地域博物館を利活用した教育プログラムの開発と博物館発の自治体の枠組みを超えた教育政策の実現

を図る。 

北海道産昆布が全国各地で古くから広く利用され、多様な伝統文化の形成に大きな役割を果たして

きたことから、一方で北海道産昆布が生産地の文化および日本の伝統文化を支え、他方でその事実に

対する評価および自負が生産地の経済社会の精神的支柱となる、という相互連関が存在していること

は間違いない。しかしながら、①北海道産昆布が生産地の文化および日本の伝統文化を支えている実

態（特に、食以外の昆布利用の実態）が不明瞭である、②①の事実やそれに対する評価を実感し、自

負している生産者および地域住民はごくわずかである、などの理由により、一方向の関係（北海道産

昆布が産地の文化および日本の伝統文化を支えている）のみが際立ってしまっている。このため、本

来であれば、地域の維持、発展、活性化につながるはずの関係性がうまく機能していない。 

そこで本研究は、調査研究、教育プログラムの開発、政策提言などを通じて「日本の昆布文化と道

内生産地の経済社会の相互連関」を強化し、北海道内の昆布生産地の包括的な維持、発展、活性化に

貢献することを目指し、北海道内の主要な昆布生産地（利尻、釧路・根室、函館、日高、羅臼）およ

び九州・沖縄を含む日本海沿岸地域（青森、秋田、新潟、富山、福井、京都、鳥取、島根、山口、福

岡、熊本、沖縄）を調査対象とし、食および食以外の両面から全国規模で現地調査を実施した。 

この成果をもとに、日本の昆布文化と北海道内の昆布生産地の経済社会の関係性の解明を図るとと

もに、市立函館博物館において企画展を実施し、その成果を昆布生産地の人びとおよび広く一般に公

開、発信しながら、地域博物館を舞台とした体験型郷土教育プログラムの試行と改善に取り組んでい

る。この取り組みは、地域社会の教育力向上と基盤強化につながるものとして注目され、道内自治体

の間で、自治体の枠組みを超えた共同教育システムの構築、実現に向けた基盤が涵養されつつある。 

 


